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heat shock protein 70 (HSP70)、enolase 1 (ENO1)や、発現増加したras-related nuclear 
protein (RAN)は大腸癌細胞株SW480において5-FU処理により同様の結果が報告されており、
これらの蛋白質の発現変動が5-FUの細胞毒性に関連している可能性が示唆された。 
 
結 論 
 5-FUの細胞毒性活性の新規の作用機序として、NATHの発現低下が示唆された。 
 
 
 
